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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　制御チャネルを受信する方法であって、
　ユーザ機器(UE)によって、前記制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情
報を取得するステップであって、前記第1の情報は、UEに固有の参照信号(UERS)の構成情
報を含み、前記UERSの前記構成情報は、前記制御チャネルを受信するために使用され、前
記UERSのアンテナポート番号およびアンテナポートに対応するスクランブルコードのうち
の少なくとも1つを含む、ステップと、
　前記UEによって、前記時間周波数リソース情報および前記UERSの前記構成情報に従って
前記制御チャネルの検索空間を決定するステップであって、前記検索空間は、前記UERSの
前記構成情報に対応する、ステップと、
　前記UEによって、前記検索空間内の前記制御チャネルを受信するステップとを含む、方
法。
【請求項２】
　前記UEによって、前記制御チャネルの前記検索空間を決定する前記ステップが、
　前記UEによって、前記時間周波数リソース情報、前記時間周波数リソース情報と検索空
間リソースの間の第1のマッピング関係、および前記UERSの前記構成情報に従って、前記U
ERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定するサブステップを含む、請求項1に記
載の方法。
【請求項３】
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　前記UEによって、前記UERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定する前記ステ
ップが、
　前記UEによって、前記時間周波数リソース情報および前記第1のマッピング関係に従っ
て前記検索空間リソースを決定するサブステップと、
　前記UEによって、前記UERSの前記構成情報と前記検索空間の間の第2のマッピング関係
および/または前記UERSの前記構成情報に従って、前記検索空間リソース内で、前記UERS
の前記構成情報に対応する前記検索空間を決定するサブステップとを含む、請求項2に記
載の方法。
【請求項４】
　制御チャネルを送信する方法であって、
　基地局によって、前記制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得
するステップであって、前記第1の情報は、UEに固有の参照信号(UERS)の構成情報を含み
、前記UERSの前記構成情報は、前記制御チャネルを受信するために使用され、前記UERSの
アンテナポート番号およびアンテナポートに対応するスクランブルコードのうちの少なく
とも1つを含む、ステップと、
　前記基地局によって、前記時間周波数リソース情報および前記UERSの前記構成情報に従
って前記制御チャネルの検索空間を決定するステップであって、前記検索空間は、前記UE
RSの前記構成情報に対応する、ステップと、
　前記基地局によって、前記検索空間内の前記制御チャネルをユーザ機器に送信するステ
ップとを含む、方法。
【請求項５】
　前記基地局によって、前記制御チャネルの前記検索空間を決定する前記ステップが、
　前記基地局によって、前記時間周波数リソース情報、前記時間周波数リソース情報と検
索空間リソースの間の第1のマッピング関係、および前記UERSの前記構成情報に従って、
前記UERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定するサブステップを含む、請求項
4に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局によって、前記UERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定する前記
ステップが、
　前記基地局によって、前記時間周波数リソース情報および前記第1のマッピング関係に
従って前記検索空間リソースを決定するサブステップと、
　前記基地局によって、前記UERSの前記構成情報と前記検索空間の間の第2のマッピング
関係および/または前記UERSの前記構成情報に従って、前記検索空間リソース内で、前記U
ERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定するサブステップとを含む、請求項5に
記載の方法。
【請求項７】
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された
取得モジュールであって、前記第1の情報は、UEに固有の参照信号(UERS)の構成情報を含
み、前記UERSの前記構成情報は、前記制御チャネルを受信するために使用され、前記UERS
のアンテナポート番号およびアンテナポートに対応するスクランブルコードのうちの少な
くとも1つを含む、取得モジュールと、
　前記取得モジュールによって取得された前記時間周波数リソース情報および前記UERSの
前記構成情報に従って前記制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジ
ュールであって、前記検索空間は、前記UERSの前記構成情報に対応する、決定モジュール
と、
　前記決定モジュールによって決定される前記検索空間内の前記制御チャネルを受信する
ように構成された第1の受信モジュールとを含む、ユーザ機器。
【請求項８】
　前記決定モジュールが、
　前記時間周波数リソース情報、前記時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の
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第1のマッピング関係、および前記UERSの前記構成情報に従って、前記UERSの前記構成情
報に対応する前記検索空間を決定するように構成された第2の決定サブモジュールを含む
、請求項7に記載のユーザ機器。
【請求項９】
　前記第2の決定サブモジュールが、
　前記時間周波数リソース情報および前記第1のマッピング関係に従って前記検索空間リ
ソースを決定するように構成された第1の決定ユニットと、
　前記UERSの前記構成情報と前記検索空間の間の第2のマッピング関係および/または前記
UERSの前記構成情報に従って、前記第1の決定ユニットによって決定される前記検索空間
リソース内で、前記UERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定するように構成さ
れた第3の決定ユニットとを含む、請求項8に記載のユーザ機器。
【請求項１０】
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された
取得モジュールであって、前記第1の情報は、UEに固有の参照信号(UERS)の構成情報を含
み、前記UERSの前記構成情報は、前記制御チャネルを受信するために使用され、前記UERS
のアンテナポート番号およびアンテナポートに対応するスクランブルコードのうちの少な
くとも1つを含む、取得モジュールと、
　前記取得モジュールによって取得される前記時間周波数リソース情報および前記UERSの
前記構成情報に従って前記制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジ
ュールであって、前記検索空間は、前記UERSの前記構成情報に対応する、決定モジュール
と、
　前記決定モジュールによって決定される前記検索空間内の前記制御チャネルをユーザ機
器に送信するように構成された第1の送信モジュールとを含む、基地局。
【請求項１１】
　前記決定モジュールが、
　前記時間周波数リソース情報、前記時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の
第1のマッピング関係、および前記UERSの前記構成情報に従って、前記UERSの前記構成情
報に対応する前記検索空間を決定するように構成された第2の決定サブモジュールをさら
に含む、請求項10に記載の基地局。
【請求項１２】
　前記第2の決定サブモジュールが、
　前記時間周波数リソース情報および前記第1のマッピング関係に従って前記検索空間リ
ソースを決定するように構成された第1の決定ユニットと、
　前記UERSの前記構成情報と前記検索空間の間の第2のマッピング関係および/または前記
UERSの前記構成情報に従って、前記第1の決定ユニットによって決定される前記検索空間
リソース内で、前記UERSの前記構成情報に対応する前記検索空間を決定するように構成さ
れた第3の決定ユニットとを含む、請求項11に記載の基地局。
【請求項１３】
　請求項7から9のいずれか一項に記載のユーザ機器と、請求項10から12のいずれか一項に
記載の基地局とを含むシステム。
【請求項１４】
　請求項1から3のいずれか一項に記載のステップをユーザ機器内のプロセッサに実行させ
るプログラム。
【請求項１５】
　プログラムが記録されたコンピュータ読取可能記憶媒体であって、前記プログラムは、
請求項1から3のいずれか一項に記載の方法をユーザ機器に実行させる、コンピュータ読取
可能記憶媒体。
【請求項１６】
　請求項4から6のいずれか一項に記載のステップを基地局内のプロセッサに実行させるプ
ログラム。
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【請求項１７】
　プログラムが記録されたコンピュータ読取可能記憶媒体であって、前記プログラムは、
請求項4から6のいずれか一項に記載の方法を基地局に実行させる、コンピュータ読取可能
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、参照により本明細書に組み込まれている、「制御チャネルを受信および送信
する方法、ユーザ機器ならびに基地局」と題する2011年11月4日に中国特許庁に出願され
た中国特許出願第201110346048.4号、および「制御チャネルを受信および送信する方法、
ユーザ機器ならびに基地局」と題する2012年1月10日に中国特許庁に出願された中国特許
出願第201210006086.x号の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、通信分野に関し、詳細には、通信分野における、制御チャネルを受信および
送信する方法、ユーザ機器ならびに基地局に関する。
【背景技術】
【０００３】
　ロングタームエボリューション(Long Term Evolution、略記LTE)システムでは、進化型
基地局(evolved NodeB、略記eNB)によるスケジューリングの最小時間単位はサブフレーム
であり、各サブフレームは2つのタイムスロットを含み、各タイムスロットはさらに7個の
シンボルを含む。サブフレーム内でスケジューリングされたユーザ機器(User Equipment
、略記UE)では、サブフレームは、UEの物理的ダウンリンク制御チャネル(Physical Downl
ink Control Channel、略記PDCCH)を含む。PDCCHは、スケジューリングされたUEのスケジ
ューリング情報を搬送するために使用され、このスケジューリング情報は、UEに割り当て
られた物理チャネルリソースや特に使用される変調および符号化方式(Modulation and Co
ding Scheme、略記MCS)などの情報を含む。
【０００４】
　現在のLTEシステムでは、PDCCHおよび物理ダウンリンク共有チャネル(Physical Downli
nk Shared Channel、略記PDSCH)は、時分割方式でサブフレーム中に存在し、PDCCHは、サ
ブフレームの最初のn個のシンボルに含めて搬送され(nは、1、2、3および4のうちの1つと
することができ)、PDSCHについてスケジューリングされたダウンリンクデータのマッピン
グは、サブフレームの(n+1)番目のシンボルから開始される。周波数領域では、PDCCHとPD
SCHは、インタリーブ処理の後、周波数ダイバーシチ利得を得るためにシステム全体の帯
域幅で分散させる。PDCCHの検索空間内でセルに固有の参照信号(Cell-specific Referenc
e Signal、略記CRS)に基づいてPDCCHのペイロードサイズおよびアグリゲーションレベル
に従ってPDCCHで復調および復号を実行した後で、UEは、UEに固有の無線ネットワーク時
間識別子(Radio Network Temporary Identity、略記RNTI)または巡回冗長検査(Cyclic Re
dundancy Check、略記CRC)を逆スクランブルする識別子を使用して、UEのPDCCHを検査お
よび決定し、PDCCHのスケジューリング情報に従って、PDCCHでスケジューリングされてい
るデータに対して対応する受信または送信処理を実行する。
　現在または将来のバージョンのLTEシステムでは、マルチユーザ多入力多出力(Multiple
 Input Multiple Output、略記MIMO)や協調マルチポイント(Coordinated Multiple Point
s、略記CoMP)などの技術の導入によって、制御チャネルの容量に制限が課されるので、MI
MOプリコーディング方式の伝送に基づくPDCCH、すなわちエンハンスト物理ダウンリンク
制御チャネル(Enhanced PDCCH、略記E-PDCCH)を導入する。UEは、UEに固有の参照信号(UE
-specific Reference Signal、略記UERS)に基づいてE-PDCCHを復調することができる。
　UERS復調方式がE-PDCCHの伝送に導入されるので、制御チャネルの受信および送信を実
施するために適当な解決策が必要である。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１１／１２８０１３号
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】Research In Motion, UK Limited，Design Consideration for E-PDCCH
，3GPP TSG RAN WG1 Meeting #66 bis，3GPP，２０１１年１０月１４日，R1-113236
【非特許文献２】Panasonic，Initial system level performance comparison of Enhanc
ed-PDCCH and PDCCH，3GPP TSG RAN WG1 Meeting #66，3GPP，２０１１年　８月２６日，
R1-112366
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施形態は、制御チャネルの受信および送信を実施することができる、制御チ
ャネルを受信および送信する方法、ユーザ機器ならびに基地局を提供するものである。
【０００８】
　1つの態様によれば、本発明の実施形態は、制御チャネルを受信する方法を提供する。
この方法は、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するステッ
プと、時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定
するステップと、検索空間内の制御チャネルを受信するステップとを含む。
【０００９】
　別の態様によれば、本発明の実施形態は、制御チャネルを送信する方法を提供する。こ
の方法は、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するステップ
と、時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定す
るステップと、検索空間内の制御チャネルをユーザ機器に送信するステップとを含む。
【００１０】
　さらに別の態様によれば、本発明の実施形態は、ユーザ機器を提供する。このユーザ機
器は、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成さ
れた取得モジュールと、取得モジュールによって取得された時間周波数リソース情報およ
び第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジュー
ルと、決定モジュールによって決定される検索空間内の制御チャネルを受信するように構
成された受信モジュールとを含む。
【００１１】
　さらに別の態様によれば、本発明の実施形態は、基地局を提供する。この基地局は、制
御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された取得
モジュールと、取得モジュールによって取得される時間周波数リソース情報および第1の
情報に従って制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジュールと、決
定モジュールによって決定される検索空間内の制御チャネルをユーザ機器に送信するよう
に構成された第1の送信モジュールとを含む。
【００１２】
　上記の技術的解決策に基づき、本発明の実施形態による制御チャネルを受信および送信
する方法、ユーザ機器ならびに基地局を使用することにより、制御チャネルの時間周波数
リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定して、制御チャネ
ルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大することにより、システムのス
ケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザのエクスペリエンスをさらに改善
することができる。
【００１３】
　本発明の実施形態における技術的解決策をより明快に説明するために、以下、本発明の
実施形態を説明するために必要な添付の図面について簡単に説明する。以下に説明する添
付の図面は、本発明の実施形態の一部を示しているに過ぎないことは明らかであり、当業
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者なら、創造的な努力を必要とすることなく、これらの添付の図面からその他の図面を導
き出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の実施形態によるリソースブロックおよびリソースブロック対を示す概略
的なブロック図である。
【図２】本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法を示す概略的な流れ図であ
る。
【図３】本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法を示す別の概略的な流れ図
である。
【図４Ａ】本発明の実施形態による検索空間を決定する方法を示す概略的な流れ図である
。
【図４Ｂ】本発明の実施形態による検索空間を決定する方法を示す概略的な流れ図である
。
【図５】本発明の実施形態による検索空間の概略的なマッピング図である。
【図６】本発明の実施形態による検索空間の別の概略的なマッピング図である。
【図７】本発明の別の実施形態による制御チャネルを送信する方法を示す概略的な流れ図
である。
【図８Ａ】本発明の別の実施形態による検索空間を決定する方法を示す概略的な流れ図で
ある。
【図８Ｂ】本発明の別の実施形態による検索空間を決定する方法を示す概略的な流れ図で
ある。
【図９】本発明の実施形態によるユーザ機器を示す概略的なブロック図である。
【図１０】本発明の実施形態によるユーザ機器を示す別の概略的なブロック図である。
【図１１】本発明の実施形態によるユーザ機器を示すさらに別の概略的なブロック図であ
る。
【図１２Ａ】本発明の実施形態による第1の決定サブモジュールを示す概略的なブロック
図である。
【図１２Ｂ】本発明の実施形態による第2の決定サブモジュールを示す概略的なブロック
図である。
【図１３】本発明の実施形態による基地局を示す概略的なブロック図である。
【図１４】本発明の実施形態による基地局を示す別の概略的なブロック図である。
【図１５】本発明の実施形態による基地局を示すさらに別の概略的なブロック図である。
【図１６Ａ】本発明の実施形態による第1の決定サブモジュールを示す概略的なブロック
図である。
【図１６Ｂ】本発明の実施形態による第2の決定サブモジュールを示す概略的なブロック
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施形態の添付の図面を参照して、本発明の実施形態における技術的解
決策について、明快かつ詳細に説明する。説明する実施形態は、本発明の全ての実施形態
ではなく、そのうちの一部に過ぎないことは明らかである。創造的な努力を必要とするこ
となく本発明のこれらの実施形態に基づいて当業者が得ることができるその他の全ての実
施形態は、本発明の保護範囲に含まれるものとする。
【００１６】
　なお、本発明の実施形態の技術的解決策は、例えば広域移動通信システム(Global Syst
em of Mobile communication、略記GSM、(登録商標))、符号分割多重アクセス(Code Divi
sion Multiple Access、略記CDMA)システム、広帯域符号分割多重アクセス(Wideband Cod
e Division Multiple Access、略記WCDMA、(登録商標))、汎用パケット無線サービス(Gen
eral Packet Radio Service、略記GPRS)、ロングタームエボリューション(Long Term Evo
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lution、略記LTE)システム、LTE周波数分割二重(Frequency Division Duplex、略記FDD)
システム、LTE時分割二重(Time Division Duplex、略記TDD)、ユニバーサル移動通信シス
テム(Universal Mobile Telecommunication System、略記UMTS)、広帯域マイクロ波アク
セスのための広帯域相互運用性(Worldwide Interoperability for Microwave Access、略
記WiMAX)の通信システムなど、様々な通信システムに適用することができることを理解さ
れたい。
【００１７】
　また、本発明の実施形態では、ユーザ機器(User Equipment、略記UE)を、端末(Termina
l)、移動局(Mobile Station、略記MS)、移動端末(Mobile Terminal)などと呼ぶこともあ
り、ユーザ機器は、無線アクセスネットワーク(Radio Access Network、略記RAN)を使用
することにより1つまたは複数のコアネットワークと通信することができることを理解さ
れたい。例えば、ユーザ機器は、移動電話(または「セルラ」電話とも呼ぶ)、移動端末を
備えたコンピュータなどとすることができ、例えば、無線アクセスネットワークと音声お
よび/またはデータを交換する、携帯型、ポケットサイズ、手持ち型、コンピュータ一体
型、または車載型の移動装置であってもよい。
【００１８】
　本発明の実施形態では、基地局は、GSM（登録商標）またはCDMAの基地局(Base Transce
iver Station、略記BTS)であってもよいし、WCDMA（登録商標）の基地局(NodeB、略記NB)
であってもよいし、さらにLTEの進化型基地局(Evolutional NodeB、略記ENBまたはe-Node
B)であってもよい。ただし、本発明はこれらに限定されない。説明を容易にするために、
以下の実施形態では、例として、基地局eNBおよびユーザ機器UEを使用する。
【００１９】
　E-PDCCHは、サブフレームのダウンリンクデータ伝送用領域内に位置し、サブフレーム
の最初のn個のシンボルの制御領域内にはないこと、ならびにE-PDCCHおよびPDSCHは、周
波数分割方式のダウンリンクデータ伝送用領域内に位置する、すなわちE-PDCCHおよびPDS
CHは、異なるリソースブロック(Resource Block、略記RB)を占めることを理解されたい。
例えば、アグリゲーションレベル1、2、4または8のE-PDCCHは、それぞれ1、2、4または8
個のRBを占める必要がある。図1に示すように、1つのRBは、周波数領域では12個のサブキ
ャリアを占め、時間領域ではサブフレームの半分、すなわち1タイムスロットを占める。
例えば、RB0は、タイムスロット0を占め、RB1は、タイムスロット1を占め、1つのRBペア(
RB Pair)は、周波数領域ではRBと同様に12個のサブキャリアを占めるが、時間領域では1
つのサブフレーム全体を占める。
【００２０】
　図2は、本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法100を示す概略的な流れ図
である。図2に示すように、方法100は、以下のステップを含む。
【００２１】
　S110。制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得する。
【００２２】
　S120。時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決
定する。
【００２３】
　S130。検索空間内の制御チャネルを受信する。
【００２４】
　制御チャネルを受信するために、ユーザ機器は、制御チャネルの時間周波数リソース情
報および第1の情報を取得し、時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャ
ネルの検索空間を決定し、その後制御チャネルの検索空間内の制御チャネルを受信するこ
とができる。
【００２５】
　したがって、本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法を使用することによ
り、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検
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索空間を決定して、制御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大
することにより、システムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザの
エクスペリエンスをさらに改善することができる。
【００２６】
　本発明の実施形態では、ユーザ機器が検索空間の制御チャネルを受信するステップが、
ユーザ機器が制御チャネルの決定した検索空間でブラインド検出を実行すること、および
ユーザ機器の制御チャネルを検出した後で制御チャネルを受信することを含むことがある
ことを理解されたい。また、制御チャネルを受信した後で、ユーザ機器が、制御チャネル
が搬送する制御シグナリングに従って、制御シグナリングが示すデータチャネルを使用し
たデータの受信または送信を実行することがあることを理解されたい。
【００２７】
　埋込み物理ダウンリンク制御チャネルE-PDCCHを含む制御チャネルは、本発明の実施形
態を説明するための一例として使用したものであり、本発明の実施形態はこれに限定され
ないことを理解されたい。
【００２８】
　本発明の実施形態では、図3に示すように、本発明の実施形態による制御チャネルを受
信する方法100は、以下のステップをさらに含むことがある。
【００２９】
　S140。ユーザ機器が、基地局から送信される第1のシグナリングを受信する。第1のシグ
ナリングは、時間周波数リソース情報および第1の情報を含む。
【００３０】
　この場合には、S110は、具体的には、ユーザ機器が、第1のシグナリングに従って時間
周波数リソース情報および第1の情報を取得することを含む。
【００３１】
　S140において、第1のシグナリングは、例えば無線リソース制御(Radio Resource Contr
ol、略記RRC)シグナリングまたはメディアアクセス制御(Media Access Control、略記MAC
)シグナリングなどの上位レイヤシグナリングであってもよい。また、第1のシグナリング
は、例えばPDCCHシグナリングまたはその他の物理レイヤシグナリングなどの物理レイヤ
シグナリングであってもよい。
【００３２】
　第1のシグナリングは、1つのシグナリングを含んでいてもよいし、複数のシグナリング
を含んでいてもよい、すなわち基地局は、1つのシグナリングまたは少なくとも2つのシグ
ナリングを使用して、時間周波数リソース情報および第1の情報をユーザ機器に送信する
ことができることを理解されたい。基地局が少なくとも2つのシグナリングを使用して時
間周波数リソース情報および第1の情報を伝送するときには、これらの少なくとも2つのシ
グナリングに含まれる各シグナリングは、時間周波数リソース情報または第1の情報の全
体または一部を搬送することができ、また時間周波数リソース情報および第1の情報の一
部を搬送することもできるが、本発明の実施形態は、これに限定されない。
【００３３】
　S110において、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報および第1の情報を取得する。
本発明の実施形態では、時間周波数リソース情報は、制御チャネルの時間周波数リソース
を示すために使用される。例えば、時間周波数リソース情報は、1組のRBまたは1組のRBペ
アとすることができる。例えば時間周波数リソース情報が1組のRBペアである場合には、
制御チャネルの時間周波数リソースは、少なくとも1つのRBペアを含む1群のRBペアとする
ことができ、この少なくとも1つのRBペアの各RBペアは、物理リソース内で連続的であっ
ても不連続であってもよい。ユーザ機器UEのE-PDCCHは、この一組のRBペア内で少なくと
も1つのRBまたはRBペアを占めることができる。
【００３４】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、第1の情報は、ユーザ機器に固有の参照信号UER
Sの構成情報、および/または検索空間の位置情報を含む。ここで、UERSの構成情報は、制
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御チャネルの受信に使用される。ユーザ機器に固有の参照信号UERSは、ユーザ機器の制御
チャネルを復調するために使用され、UERSの構成情報は、UERSのアンテナポート番号、ア
ンテナポートに対応するスクランブルコード、アンテナポートの数などの情報を含むこと
ができる。
【００３５】
　S120において、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御
チャネルの検索空間を決定することができる。必要に応じて、本発明の実施形態では、ユ
ーザ機器は、時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間
の第1のマッピング関係および位置情報に従って制御チャネルの検索空間を決定すること
ができ、また、時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの
間の第1のマッピング関係および構成情報に従って構成情報に対応する検索空間を決定す
ることもできる。以下、図4Aおよび図4Bを個々に参照して説明する。
【００３６】
　検索空間リソースは、ユーザ機器が最終的に取得する制御チャネルの検索空間とするこ
とができ、制御チャネルの少なくとも2つの候補検索空間とすることもできることを理解
されたい。検索空間リソースが制御チャネルの候補検索空間であるときには、ユーザ機器
は、さらに、検索空間リソースに含まれるこれらの少なくとも2つの候補検索空間の中で
、制御チャネルの検索空間を最終的に取得する必要がある。
【００３７】
　図4Aに示すように、本発明の実施形態による制御チャネルの検索空間を決定する方法20
0は、以下のステップを含むことができる。
【００３８】
　S210。ユーザ機器が、時間周波数リソース情報、および時間周波数リソース情報と検索
空間リソースの間の第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定する。
【００３９】
　S220。ユーザ機器が、検索空間リソースにおいて、位置情報に従って制御チャネルの検
索空間を決定する。
【００４０】
　S210において、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報に従って、ユーザ機器用に構成
された時間周波数リソースを決定することができ、さらに、時間周波数リソース情報と検
索空間リソースの間の第1のマッピング関係に従って、制御チャネルの検索空間リソース
を上記の構成された時間周波数リソースにマッピングする規則を決定して、検索空間リソ
ースを決定することができる。
【００４１】
　具体的には、時間周波数リソースが、N個のRBペアを含む一群のRBペアであると仮定す
る。N個のRBペアの続き番号は、例えば0、1、…N-1であり、N個のRBペアは、確実に、物
理リソースに連続的または不連続的にマッピングすることができる。例えば、検索空間リ
ソースのマッピング方法は、UEの制御チャネルの検索空間のマッピングが、0番目のRBペ
アから順番に開始されるという方法である。1RBのアグリゲーションレベルを例にとると
、UEの制御チャネルの検索空間の候補E-PDCCHリソースは、RBペア0の第1のRB、RBペア0の
第2のRB、RBペア1の第1のRB、RBペア1の第2のRBなどである。例えば、検索空間リソース
の別のマッピング方法は、UEの制御チャネルの検索空間が、離散的なマッピング方法を採
用することができる方法である。図5に示すように、1RBのアグリゲーションレベルを例に
とると、制御チャネルの検索空間の候補E-PDCCHリソースは、構成された時間周波数リソ
ースにおける最初の3つのRBペア0、1および2ならびに最後の3つのRBペアN-3、N-2およびN
-1である。1RBのアグリゲーションレベルにおけるその他のマッピング関係、およびその
他のアグリゲーションレベルにおけるマッピング関係は、本明細書では限定されない。
【００４２】
　S220において、検索空間リソースを決定した後で、ユーザ機器は、検索空間リソースに
おいて、第1の情報に含まれる位置情報に従って制御チャネルの検索空間を決定すること
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ができる。
【００４３】
　具体的に、図5に示すアグリゲーションレベルが1RBのE-PDCCHを例にとって説明する。
例えば、UEは、RRCシグナリングに従って、E-PDCCHの時間周波数リソース情報と検索空間
の位置情報を含む第1の情報とを取得することができる。したがって、UEは、第1のシグナ
リングで搬送される時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソー
スの間の第1のマッピング関係および位置情報に従って、制御チャネルの検索空間を決定
することができる。
【００４４】
　時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマッピング関係とは、検索空
間リソースを時間周波数リソースにマッピングする方法、すなわち制御チャネルの検索空
間リソース内の候補E-PDCCHを時間周波数リソースにマッピングする方法を指しているこ
とを理解されたい。以下、1つの候補E-PDCCHを例にとって説明する。候補制御チャネルA
のリソースの一部A1がRBペア0の第1のタイムスロットのRBの一部を占め、候補制御チャネ
ルAのリソースの別の部分A2が、RBペアN-3の第2のタイムスロットのRBの一部を占める場
合には、RBペア0の第1のタイムスロットのRBおよびRBペアN-3の第2のタイムスロットのRB
を、検索空間リソースとみなすことができる。その他のマッピング関係は、本明細書では
限定されない。UEは、第1のシグナリングに含まれる検索空間の位置情報を使用して、検
索空間リソース内で制御チャネルの特定の位置情報を取得することができる。例えば、UE
は、例えばA1がRBの上半分を占め、A2がRBの下半分を占めるなど、候補制御チャネルのリ
ソースの部分A1およびA2がそれぞれ別個に占める1つのRBの特定の部分を取得する。
【００４５】
　位置情報を含む第1のシグナリングは、前述のRRCシグナリングに属していてもよいし、
また他のRRCシグナリングまたは物理レイヤシグナリングに属していてもよいことを理解
されたい。さらに、RBのその他の分割方法は、本明細書では限定されず、その他のアグリ
ゲーションレベルの制御チャネルも、本明細書では限定されない。
【００４６】
　1つの候補E-PDCCH Aをさらに例にとって説明する。例えば、時間周波数リソース情報お
よび時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマッピング関係に従ってユ
ーザ機器が取得するE-PDCCH Aの検索空間リソースは、a)A1が占めるRBペア0の第1のタイ
ムスロットのRBまたは第1のタイムスロットのRBの一部、およびA2が占めるRBペアN-3の第
2のタイムスロットのRBまたは第2のタイムスロットのRBの一部と、b)A1が占めるRBペア0
の第2のタイムスロットのRBまたは第2のタイムスロットのRBの一部、およびA2が占めるRB
ペアN-3の第1のタイムスロットのRBまたは第1のタイムスロットのRBの一部とを含む。ユ
ーザ機器は、さらに、位置情報に従って、最終検索空間が、検索空間リソース中の前述の
a)またはb)であると決定することができる。その他のマッピング方法は、本明細書では限
定されない。
【００４７】
　図4Bに示すように、本発明の実施形態による制御チャネルの検索空間を決定する方法20
0は、以下のステップも含むことがある。
【００４８】
　S210。ユーザ機器が、時間周波数リソース情報および時間周波数リソース情報と検索空
間リソースの間の第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定する。
【００４９】
　S230。ユーザ機器が、検索空間リソース内で、構成情報に対応する検索空間を、構成情
報と検索空間の間の第2のマッピング関係および/または構成情報に従って決定する。
【００５０】
　S230において、検索空間リソースを決定した後で、UEは、検索空間リソース内で、UERS
の構成情報および/またはUERSの構成情報とE-PDCCHの検索空間の間の第2のマッピング関
係に従ってUEのUERSの構成情報に対応する制御チャネルの検索空間を決定することができ
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る。
【００５１】
　UERSの構成情報と検索空間の間の第2のマッピング関係は、UERSの構成情報とそれに対
応する検索空間の間のマッピング関係として説明することができ、このマッピング関係は
、例えばUE1のアンテナポート7のUERSに対応する検索空間が検索空間Aであり、かつ/また
はUE1のアンテナポート8のUERSに対応する検索空間が検索空間Bであり、UE2のアンテナポ
ート7のUERSに対応する検索空間が検索空間Bであり、かつ/またはUE2のアンテナポート8
のUERSに対応する検索空間が検索空間Aであるなど、UEに固有のマッピング関係であるこ
とを理解されたい。このようにして、UE1とUE2は、同じ時間周波数リソースの検索空間を
空間分割的に占めることにより、リソースの利用効率を向上させることができる。
【００５２】
　UEは、UEのUERSの構成情報および/または第2のマッピング関係に従って、UEの制御チャ
ネルの検索空間を決定することができる。具体的には、第1のマッピング関係がUERSの全
ての構成情報と検索空間の間の対応関係を含む場合には、第2のマッピング関係は不要で
あり、最終検索空間は、検索空間リソースにおいて、UERSの構成情報のみに従って決定す
ることができ、第1のマッピング関係が検索空間リソースしか含まない場合には、検索空
間リソースにおいて最終検索空間を決定するためには、UERSの構成情報および構成情報と
検索空間の間の第2のマッピング関係が分かっている必要がある。
【００５３】
　例えば、アンテナポート7がUEのUERS用に構成されている場合には、UEは、時間周波数
リソース情報および時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマッピング
関係に従って検索空間Aおよび検索空間Bを含む検索空間リソースを決定することができ、
UEは、さらに、構成情報および/または構成情報と検索空間の間の第2のマッピング関係に
従って、UEの制御チャネルの検索空間が検索空間リソース内の検索空間Aであると決定す
る。
【００５４】
　検索空間とUERSの構成情報の間の前述の対応関係またはマッピング関係とは、UEがその
UERSの構成情報に基づいて検索空間内でE-PDCCHを受信する場合に、その検索空間がUEのU
ERSの構成情報に対応する検索空間であると理解することができるということを指してい
ることを理解されたい。
【００５５】
　具体的に、図5に示すアグリゲーションレベルが1RBであるE-PDCCHを例にとって説明す
る。例えば、UEは、RRCシグナリングに従って、E-PDCCHの時間周波数リソース情報と、UE
RSの構成情報を含む第1の情報とを取得することができる。したがって、UEは、時間周波
数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマッピング関
係および第1のシグナリングによって搬送される構成情報に従って、制御チャネルの検索
空間を決定することができる。
【００５６】
　UEは、さらに、UERSの構成情報に従って特定の検索空間を決定することができる。例え
ば、UEは、候補制御チャネルのリソースの2つの部分A1およびA2によって別々に占められ
るRBの特定の部分を取得する。例えば、UERSの構成情報が単一アンテナポート7およびス
クランブルコード0である場合には、A1は、RBペア0の第1のタイムスロットのRBの上半分
を占め、A2は、RBペアN-3の第2のタイムスロットのRBの下半分を占め、UERSの構成情報が
単一アンテナポート8およびスクランブルコード0である場合には、A1は、RBペア0の第1の
タイムスロットのRBの下半分を占め、A2は、RBペアN-3の第2のタイムスロットのRBの上半
分を占める。
【００５７】
　構成情報を含む第1のシグナリングは、RRCシグナリングに属していてもよいし、また他
のRRCシグナリングまたは物理レイヤシグナリングに属していてもよいことを理解された
い。RBのその他の分割方法は、本明細書では限定されず、その他のアグリゲーションレベ
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ルの制御チャネルも、本明細書では限定されず、他のUERSの構成情報も、本明細書では限
定されない。
【００５８】
　さらに、上記の方法は、具体的には、ユーザ機器が、時間周波数リソース情報および時
間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマッピング関係に従って検索空間
リソースを決定することができるものと理解することができる。1つの候補E-PDCCHを例に
とって説明する。候補制御チャネルAのリソースの一部A1は、RBペア0の第1のタイムスロ
ットのRBの一部を占め、候補制御チャネルAのリソースの別の部分A2は、RBペアN-3の第2
のタイムスロットのRBの一部を占め、本明細書で述べるRBペア0の第1のタイムスロットの
RBおよびRBペアN-3の第2のタイムスロットのRBは、候補E-PDCCHの検索空間リソースとし
てみなすことができる。ユーザ機器は、検索空間リソースにおいて、UERSの構成情報およ
び/またはUERSの構成情報と検索空間の間の第2のマッピング関係に従って制御チャネルの
検索空間を決定することができる、すなわち、候補制御チャネルAの2つの部分A1およびA2
によって別々に占められる1つのRBペアの特定の部分を決定することができる。例えば、U
ERSの構成情報が単一アンテナポート7およびスクランブルコード0である場合には、A1は
、RBペア0の第1のタイムスロットのRBの上半分を占め、A2は、RBペアN-3の第2のタイムス
ロットのRBの下半分を占め、UERSの構成情報が単一アンテナポート8およびスクランブル
コード0である場合には、A1は、RBペア0の第1のタイムスロットのRBの下半分を占め、A2
は、RBペアN-3の第2のタイムスロットのRBの上半分を占める。UERSの構成情報と検索空間
の間に対応関係が存在する、すなわち決定された検索空間が、UERSの構成情報に対応する
検索空間であることが分かるであろう。
【００５９】
　1つの候補E-PDCCH Aをさらに例にとって説明する。例えば、時間周波数リソースおよび
時間周波数リソースと検索空間リソースの間の第1のマッピング関係に従ってユーザ機器
が取得するE-PDCCH Aの検索空間リソースは、a)A1が占めるRBペア0の第1のタイムスロッ
トのRBまたは第1のタイムスロットのRBの一部、およびA2が占めるRBペアN-3の第2のタイ
ムスロットのRBまたは第2のタイムスロットのRBの一部と、b)A1が占めるRBペア0の第2の
タイムスロットのRBまたは第2のタイムスロットのRBの一部、およびA2が占めるRBペアN-3
の第1のタイムスロットのRBまたは第1のタイムスロットのRBの一部とを含む。ユーザ機器
は、さらに、UERSの構成情報および/またはUERSの構成情報と検索空間の間の第2のマッピ
ング関係に従って、検索空間が、検索空間リソース中の前述のa)またはb)であると決定す
ることができる。例えば、UERSの構成情報が単一アンテナポート7およびスクランブルコ
ード0である場合には、制御チャネルの検索空間はa)であり、UERSの構成情報が単一アン
テナポート8およびスクランブルコード0である場合には、検索空間はb)である。UERSの構
成情報と検索空間の間に対応関係が存在する、すなわち決定された検索空間が、UERSの構
成情報に対応する検索空間であることが分かるであろう。その他のマッピング方法やUERS
の構成情報などの情報は、本明細書では限定されない。
【００６０】
　本発明の実施形態では、上記のプロセスの続き番号は、実行順序を示しているわけでは
ないことを理解されたい。プロセスの実行順序は、機能およびそれらの内部論理に基づい
て決定されるものとし、本発明の実施形態の実施プロセスに対していかなる制限も加えな
いものとする。
【００６１】
　したがって、本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法を使用することによ
り、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検
索空間を決定して、制御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大
することにより、システムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザの
エクスペリエンスをさらに改善することができる。
【００６２】
　本発明の実施形態では、ユーザ機器は、基地局から送信される第2のシグナリングを受
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信することにより、かつ/または予め設定された規則に従って、第1のマッピング関係およ
び第2のマッピング関係を取得することができ、第2のシグナリングは、第1のマッピング
関係および/または第2のマッピング関係を含む。
【００６３】
　必要に応じて、第2のシグナリングは、RRCシグナリングまたはMACシグナリングなどの
上位レイヤシグナリングであってもよいし、また、PDCCHシグナリングなどの物理レイヤ
シグナリングであってもよい。UEは、第2のシグナリングを使用することによって、第1の
マッピング関係および/または第2のマッピング関係を取得することができ、また、暗黙の
規則を使用することによって、第1のマッピング関係および/または第2のマッピング関係
を取得することもできる。例えば、図5に示すように、アンテナポート7に対応する検索空
間は、RBペア0、1、2、N-3、N-2およびN-1の時間周波数リソースの一部を占め、アンテナ
ポート8に対応する検索空間は、それらのRBペアの時間周波数リソースの別の部分を占め
る。別の例では、図6に示すように、アンテナポート7に対応する検索空間は、RBペア0、1
および2の第1のタイムスロットの時間周波数リソースを占め、アンテナポート8に対応す
る検索空間は、RBペア0、1および2の第2のタイムスロットの時間周波数リソースを占める
。この場合には、アンテナポート7がUEのUERS用に構成されている場合には、UEは、前述
の暗黙の規則に従って、アンテナポート7に対応する検索空間を取得することができる。
【００６４】
　本発明の実施形態では、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報と第1の情報と検索空
間の間の第3のマッピング関係、時間周波数リソース情報ならびに第1の情報に従って、制
御チャネルの検索空間を決定することもできる。
【００６５】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、時間周波数リソース情報と検索空間の間の第1
のマッピング関係、構成情報と検索空間の間の第2のマッピング関係、または時間周波数
リソース情報と構成情報と検索空間の間の第3のマッピング関係は、ユーザ機器に固有の
マッピング関係である。すなわち、ユーザ機器によって、第1のマッピング関係または第2
のマッピング関係が変化する。
【００６６】
　本発明の実施形態では、ユーザ機器によって決定される制御チャネルの検索空間は、時
間リソース、周波数リソースおよび空間リソースのうちの少なくとも1つを使用して区別
することができる。
【００６７】
　具体的に、2RBのアグリゲーションレベルを例にとる。図6に示すように、アンテナポー
ト7およびアンテナポート8に対応する検索空間は、時間周波数リソースを使用することに
よって区別される。すなわち、アンテナポート7に対応する検索空間は、各RBペア0、1お
よび2のRBの前半分と、各RBペアN-3、N-2およびN-1のRBの後半分を占め、アンテナポート
8に対応する検索空間は、各RBペア0、1および2のRBの後半分と、各RBペアN-3、N-2および
N-1のRBの後半分を占める。
【００６８】
　特に、1RBのアグリゲーションレベルを再度例にとる。図5に示すように、アンテナポー
ト7に対応する検索空間は、RBペア0、1、2、N-3、N-2およびN-1の時間周波数リソースの
一部を占め、アンテナポート8に対応する検索空間は、それらのRBペアの時間周波数リソ
ースの別の部分を占める。この例から分かるように、アグリゲーションレベルが1RBであ
る各候補E-PDCCHは、1つのRBの2つの部分を占め、RBの各部分は、RB周波数分割の一部で
あり、UEは、シグナリングによって、E-PDCCHの構成された時間周波数リソースの最小単
位が1つのRBまたは1対のRBであることを通知される。したがって、UEは、UERSの構成情報
とE-PDCCHの検索空間の間の対応関係に従って最終検索空間を決定する必要がある。
【００６９】
　さらに、1つのRBを複数の部分に分割する方法は、本明細書では限定されない。1RBを超
えるアグリゲーションレベルのその他の候補E-PDCCHリソースでは、1つのRBを複数の部分
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に分割するマッピング方法を採用することもできる。例えば検索空間Aと検索空間Bは同じ
時間周波数リソースを占めることができるが、異なるUERSアンテナポートなどの空間的情
報を使用することによって区別されるなど、その他の複数の検索空間を区別する方法も、
本明細書では限定されない。
【００７０】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報および
第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定し、この検索空間内の少なくとも1つの
制御チャネルは、少なくとも2つのリソースブロックRBの各RBのリソースの一部を占める
。このようにして、制御チャネルを増大させることができ、特にアグリゲーションレベル
が低いときには、制御チャネルの周波数ダイバーシチ利得を増大させることができる。
【００７１】
　例えば、図5に示すように、制御チャネルBは、RBペア1の第1のRBのリソースの一部を占
め、このリソースの一部は、例えばRBの上半分など、第1のRBのリソースの上半分とする
ことができ、あるいは例えばRBの下半分など、第1のRBのリソースの下半分とすることが
でき、制御チャネルBは、さらに、RBペアN-2の第2のRBのリソースの一部を占め、このリ
ソースの一部は、例えばRBの上半分など、第2のRBのリソースの上半分とすることができ
、あるいは例えばRBの下半分など、第2のRBのリソースの下半分とすることができる。図6
に示すように、制御チャネルCは、RBペア2のリソースの前半分を占め、さらに、RBペアN-
1のリソースの後半分を占める。
【００７２】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報および
第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定し、この検索空間内の少なくとも1つの
制御チャネルは、少なくとも2つのRBのリソースの全体または一部を占め、この少なくと
も2つのRBは、サブフレームの第1のタイムスロットおよび第2のタイムスロットを占める
。したがって、制御チャネルのリソースオーバヘッドを平衡させることができ、タイムス
ロット間のダイバーシチ利得を得ることができる。
【００７３】
　必要に応じて、制御チャネルのアグリゲーションレベルが1である場合には、制御チャ
ネルは、少なくとも2つのRBのリソースの一部を占め、これらのRBリソースは、周波数分
割方式で分割され、これらの少なくとも2つのRBのリソースの一部は、例えば各リソース
が2つのタイムスロットを占めるなど、時分割方式で分割される。必要に応じて、これら
の少なくとも2つのRBのリソースの一部の間のRBの間隔は同じである。
【００７４】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、ユーザ機器は、時間周波数リソース情報および
第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定する。ここで、検索空間の第1の制御チ
ャネルのリソースの第1の部分が占めるRBまたはRBペアの続き番号がiであるとき、第1の
制御チャネルのリソースの第2の部分が占めるRBまたはRBペアの続き番号はN+i-Nｃａｎ/M
である。ここで、Mは、自然数であり、Nｃａｎは、制御チャネルの検索空間に含まれる、
アグリゲーションレベルに対応する制御チャネルの数であり、Nは、時間周波数リソース
情報に対応するRBまたはRBペアの数であるか、またはNｃａｎに等しい。
【００７５】
　図6を例にとり、2RBのアグリゲーションレベルの候補制御チャネルの数が6である、す
なわちNｃａｎ=6であり、Mが2に設定されるものと仮定する。候補制御チャネルのリソー
スの第1の部分が占めるRBペアの続き番号が1であるときには、その候補制御チャネルのリ
ソースの第2の部分が占めるRBペアの続き番号は、N-2である。
【００７６】
　したがって、本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法を使用することによ
り、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検
索空間を決定して、制御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大
することにより、システムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザの
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エクスペリエンスをさらに改善することができる。
【００７７】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、ユーザ機器(User Equipment、UE)は、時間周波
数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定し、検索空間は
、さらに以下を含む。
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位に含まれる現在のユーザ機器の候
補制御チャネルの数は、第1のリソース単位に含まれることが許容される候補制御チャネ
ルの最大数以下であり、ここで、候補制御チャネルは、アグリゲーションレベルの候補制
御チャネルであり、かつ/または少なくとも1つのUERSの構成情報に対応する候補制御チャ
ネルである。
【００７８】
　検索空間は、さらに以下を含む。
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位は、ユーザ機器の1つの候補制御チ
ャネルの全体または一部を含み、この候補制御チャネルは、アグリゲーションレベルの候
補制御チャネルであり、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補制御チャネルである
。
【００７９】
　第1のリソース単位は、RB、RBペア、RB群またはRBペア群とすることができる。RB群ま
たはRBペア群は、基地局からユーザ機器に通知される、ジョイントチャネル推定に使用さ
れる一群のRBまたはRBペアとすることができる。すなわち、基地局は、RB群またはRBペア
群に含めてE-PDCCHをユーザ機器に送信するときに、同じプリコーディング行列を採用す
る。
【００８０】
　アグリゲーションレベルは、1つ、2つ、4つまたはその他の数の第1の制御チャネル要素
を含むことができる。すなわち、1つの候補制御チャネルは、1つ、2つ、4つまたはその他
の数の第1の制御チャネル要素によって構成することができる。第1の制御チャネル要素は
、既存のLTEシステムのPDCCHの制御チャネル要素(Control Channel Element、CCE)とする
ことができ、その他の単位を使用して第1の制御チャネル要素を測定することもでき、そ
の他の単位とは、例えば、RB1つ、RB半分、その他のサイズの制御チャネル要素などであ
るが、これは本明細書では限定されない。以下、アグリゲーションレベルが1および2であ
り、第1の制御チャネル要素がCCEであり、第1のリソース単位が1つのRBペアである場合を
例にとって説明する。ただし、その他の条件でも同様のことが言え、本明細書では限定さ
れない。
【００８１】
　以下、例を用いて説明する。
【００８２】
　UE用に構成されたE-PDCCHの時間周波数リソースが4つのRBペアである、具体的にはRBペ
ア0、1、2および3であると仮定する。さらに、1つのRBペアに含まれるE-PDCCHのCCEの数
が4であり、4つのRBペア中のCCEの続き番号は、順に0、1、…、15とすることができ、全
部で16個のCCEがあるものと仮定する。さらに、アンテナポート7およびスクランブルコー
ド識別子0がUEのUERSに対して設定されるものと仮定し、さらに、1CCE、2CCEおよび4CCE
のアグリゲーションレベルのUEの検索空間内の候補E-PDCCHの数が全て4であると仮定する
が、その他のアグリゲーションレベル、UERSの構成情報、および候補E-PDCCHの数は、本
明細書では限定されない。
【００８３】
　検索空間が、RB0のCCE0から始まり、1CCEのアグリゲーションレベルのUEの4つの候補E-
PDCCHがCCE0、CCE1、CCE2およびCCE3である場合に、E-PDCCHの阻止確率が上昇すると仮定
する。具体的には、あるUEと同じUERS構成を有する別のUEが、CCE0、CCE1、CCE2およびCC
E3のうちのいずれか1つを占める場合には、UERSの競合により、これら4つのCCEは全て当
該UEにとって利用不能になる。この場合、当該UEのUERSがRBペア全体を占めるものと仮定
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される。これに対して、あるUEと異なるUERS構成を有する別のUEが、CCE0、CCE1、CCE2お
よびCCE3のうちのいずれか1つを占める場合には、複数のUEは異なるUERS構成を使用する
ことによって区別されるので、これら4つのCCEのうち占められていない残り3つのCCEは、
全て当該UEにとって利用可能である。したがって、UEの候補E-PDCCHに1つのRBペア全体を
占めさせる必要はない。1つの解決策は、RBペア中のUEの候補E-PDCCHの数を、そのRBペア
で搬送することができる同じアグリゲーションレベルの候補E-PDCCHの総数未満にするこ
とである。具体的には、例えば、UEの4つの候補E-PDCCHは、別々にCCE0、CCE1、CCE4およ
びCCE5を占めることができ、このようにして、前述のE-PDCCHの競合を緩和する。より好
ましくは、UEの4つの候補E-PDCCHは、CCE0、CC4、CCE8およびCCE12を別々に占めることが
できる。すなわち、指定されたアグリゲーションレベルおよび指定されたUERS構成で、各
RBペアが、UEの候補E-PDCCHを1つしか含まない。
【００８４】
　特に、分散E-PDCCHマッピング方式では、1つの候補E-PDCCHを複数のRBまたはRBペアに
マッピングして、周波数ダイバーシチ利得を得ることができる。この場合には、同様に、
前述の解決策は、次のようになることがある。すなわち、指定されたアグリゲーションレ
ベルおよび指定されたUERS構成で、1つのRBペアは、UEの1つの候補E-PDCCHの一部しか含
まない、または1つのRBペアは、UEのN個の候補E-PDCCHのそれぞれの一部を含む。ここで
、Nは、RBペアで搬送することができる同じアグリゲーションレベルの候補E-PDCCHの総数
未満である。具体的には、例えばNを2に設定した場合には、1つのRBペアは、UEに属し、
かつアグリゲーションレベルが1CCEである第1の候補E-PDCCHの一部および第2の候補E-PDC
CHの一部を含み、RBペアで搬送することができるこのアグリゲーションレベルの候補E-PD
CCHの数は、4である。
【００８５】
　上記の仮定条件をさらに使用して、2CCEのアグリゲーションレベルのE-PDCCHの検索空
間について考える。具体的には、2CCEのアグリゲーションレベルのE-PDCCHでは、UEの4つ
の候補E-PDCCHは、CCE{0、1}、CCE{4、5}、CCE{8、9}およびCCE{12、13}を別々に占める
ことができる。すなわち、1つのRBペアに含まれる候補E-PDCCHの数は、RBペアで搬送する
ことができる候補E-PDCCHの総数未満である。あるいは、1つのRBペアは、最大でも1つの
候補E-PDCCHの全体または一部しか含まない。
【００８６】
　上記の仮定条件をさらに使用して、4CCEのアグリゲーションレベルのE-PDCCHの検索空
間について考える。具体的には、4CCEのアグリゲーションレベルのE-PDCCHでは、UEの4つ
の候補E-PDCCHは、RBペア0、RBペア1、RBペア2およびRBペア3を別々に占めることができ
る。すなわち、1つのRBペアに含まれる候補E-PDCCHの数は、RBペアで搬送することができ
るそのアグリゲーションレベルの候補E-PDCCHの数と等しい。
【００８７】
　UEの候補E-PDCCHを探索するために1つのRBペア内でUEが占める特定の制御チャネル要素
は、上記の実施形態における第1の情報を使用することによって決定することができる。
第1の情報がUERSの構成情報である場合を例にとって説明する。1つのRBペア内でUEが占め
る制御チャネル要素は、UEのUERSの構成情報と対応関係を有し、UEの候補E-PDCCHを探索
するために1つのRBペア内でUEが占める制御チャネル要素は、この対応関係と、UEのUERS
の構成情報とを使用することによって決定することができる。
【００８８】
　上記の実施形態は、基地局側にも拡張することができる。
【００８９】
　制御チャネルを送信する方法は、
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するステップと、
　時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定する
ステップと、
　検索空間内の制御チャネルをユーザ機器に送信するステップとを含む。
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【００９０】
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位に含まれる現在のユーザ機器の候
補制御チャネルの数は、第1のリソース単位に含まれることが許容される候補制御チャネ
ルの最大数以下であり、候補制御チャネルは、アグリゲーションレベルの候補制御チャネ
ルであり、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補制御チャネルである。
【００９１】
　この方法は、
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位が、最大でも現在のユーザ機器の1
つの候補制御チャネルの全体または一部しか含まず、この候補制御チャネルは、アグリゲ
ーションレベルの候補制御チャネルであり、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補
制御チャネルであることをさらに含む。
【００９２】
　ユーザ機器は、
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された
取得モジュールと、
　取得モジュールによって取得された時間周波数リソース情報および第1の情報に従って
制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジュールと、
　決定モジュールによって決定される検索空間内の制御チャネルを受信するように構成さ
れた第1の受信モジュールとを含む。
【００９３】
　この決定モジュールは、
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位に含まれる現在のユーザ機器の候
補制御チャネルの数が、第1のリソース単位に含まれることが許容される候補制御チャネ
ルの最大数以下であり、候補制御チャネルが、アグリゲーションレベルの候補制御チャネ
ルであり、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補制御チャネルであることを含む。
【００９４】
　この決定モジュールは、
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位が、ユーザ機器の1つの候補制御チ
ャネルの全体または一部を含み、この候補制御チャネルが、アグリゲーションレベルの候
補制御チャネルであり、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補制御チャネルである
ことをさらに含む。
【００９５】
　基地局は、
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された
取得モジュールと、
　取得モジュールによって取得された時間周波数リソース情報および第1の情報に従って
制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジュールと、
　決定モジュールによって決定される検索空間内の制御チャネルをユーザ機器に送信する
ように構成された第1の送信モジュールとを含む。
【００９６】
　この決定モジュールは、
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位に含まれるユーザ機器の候補制御
チャネルの数が、第1のリソース単位に含まれることが許容される候補制御チャネルの最
大数以下であり、候補制御チャネルが、アグリゲーションレベルの候補制御チャネルであ
り、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補制御チャネルであることを含む。
【００９７】
　この決定モジュールは、
　制御チャネルの検索空間が占める第1のリソース単位が、ユーザ機器の1つの候補制御チ
ャネルの全体または一部を含み、この候補制御チャネルが、アグリゲーションレベルの候
補制御チャネルであり、かつ/またはUERSの構成情報に対応する候補制御チャネルである
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ことをさらに含む。
【００９８】
　以上、ユーザ機器の観点から、本発明の実施形態による制御チャネルを受信する方法を
、図2から図6を参照して詳細に説明したが、以下、基地局の観点から、本発明の実施形態
による制御情報を送信する方法を、図7、図8Aおよび図8Bを参照して説明する。
【００９９】
　図7は、本発明の実施形態による制御チャネルを送信する方法300を示す概略的な流れ図
である。図7に示すように、方法300は、以下のステップを含む。
【０１００】
　S310。制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得する。
【０１０１】
　S320。時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決
定する。
【０１０２】
　S330。検索空間内の制御チャネルをユーザ機器に送信する。
【０１０３】
　したがって、本発明の実施形態による制御チャネルを送信する方法を使用することによ
り、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検
索空間を決定して、制御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大
することにより、システムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザの
エクスペリエンスをさらに改善することができる。
【０１０４】
　本発明の実施形態では、UEの制御チャネルの時間周波数リソースおよび第1の情報を構
成する前に、基地局は、時間周波数リソース、ならびに第1の情報に含まれるUERSの構成
情報および/または検索空間の位置情報を取得する必要がある。UEの制御チャネルの時間
周波数リソースに基づく構成では、基地局は、UEの制御チャネルをUEのチャネル状態に従
って良好なチャネル状態を有する時間周波数リソースに構成することができる。あるいは
、基地局は、近接セルの干渉状態に応じて時間周波数リソースを構成することもできる。
UEのUERSの構成情報に基づく構成では、基地局は、UEのチャネル状態に応じてUEのアンテ
ナポートの数を選択し、セル内の複数のUEの状態に応じて対応するアンテナポート番号お
よびスクランブルコード情報を調整することができる。UEの検索空間の位置情報に基づく
構成では、基地局は、UEの制御チャネルの時間周波数リソース、UERSの構成情報および/
または時間周波数リソースの負荷状態に従ってこの構成を実行することができる。
【０１０５】
　本発明の実施形態では、基地局は、第1のシグナリングをユーザ機器に送信することが
でき、この第1のシグナリングは、時間周波数リソース情報および第1の情報を含み、ユー
ザ機器は、時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を
決定する。必要に応じて、時間周波数リソース情報および第1の情報は、静的にユーザ機
器用に構成することもできる。
【０１０６】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、第1の情報は、ユーザ機器に固有の参照信号UER
Sの構成情報および/または検索空間の位置情報を含み、UERSの構成情報は、制御チャネル
の送信に使用される。
【０１０７】
　本発明の実施形態では、基地局は、時間周波数リソース情報および第1の情報に従って
制御チャネルの検索空間を決定することができる。必要に応じて、本発明の実施形態では
、基地局は、時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間
の第1のマッピング関係、および位置情報に従って制御チャネルの検索空間を決定するこ
ともできるし、また、時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソ
ースの間の第1のマッピング関係、および構成情報に従って構成情報に対応する検索空間
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を決定することもできる。以下、図8Aおよび図8Bを別個に参照して説明する。
【０１０８】
　本発明の実施形態では、図8Aに示すように、必要に応じて、基地局が制御チャネルの検
索空間を決定する方法400は、以下のステップを含む。
【０１０９】
　S410。基地局が、時間周波数リソース情報、および時間周波数リソース情報と検索空間
リソースの間の第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定する。
【０１１０】
　S420。基地局が、検索空間リソースにおいて、位置情報に従って制御チャネルの検索空
間を決定する。
【０１１１】
　図8Bに示すように、本発明の実施形態による制御チャネルの検索空間を決定する方法40
0は、以下のステップを含むこともできる。
【０１１２】
　S410。基地局が、時間周波数リソース情報、および時間周波数リソース情報と検索空間
リソースの間の第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定する。
【０１１３】
　S430。基地局が、検索空間リソースにおいて、構成情報と検索空間の間の第2のマッピ
ング関係および/または構成情報に従って構成情報に対応する検索空間を決定する。
【０１１４】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、基地局は、第2のシグナリングをユーザ機器に
送信する。第2のシグナリングは、ユーザ機器が制御チャネルの検索空間を決定するよう
に、第1のマッピング関係および/または第2のマッピング関係を含む。
【０１１５】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、基地局は、時間周波数リソース情報と第1の情
報と検索空間の間の第3のマッピング関係、時間周波数リソース情報ならびに第1の情報に
従って、制御チャネルの検索空間を決定することもできる。
【０１１６】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、時間周波数リソース情報と検索空間の間の第1
のマッピング関係、構成情報と検索空間の間の第2のマッピング関係、または時間周波数
リソースと構成情報と検索空間の間の第3のマッピング関係は、ユーザ機器に固有のマッ
ピング関係である。すなわち、ユーザ機器によって、第1のマッピング関係または第2のマ
ッピング関係が変化する。
【０１１７】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、基地局によって決定される制御チャネルの検索
空間は、時間リソース、周波数リソースおよび空間リソースのうちの少なくとも1つを使
用して区別することができる。複数の検索空間が、空間分割方式で同じ時間周波数リソー
スを占めることにより、リソースの利用効率を向上させる。
【０１１８】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、基地局は、時間周波数リソース情報および第1
の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定し、検索空間内の少なくとも1つの制御チ
ャネルは、少なくとも2つのリソースブロックRBの各RBのリソースの一部を占める。
【０１１９】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、基地局は、時間周波数リソース情報および第1
の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定し、検索空間内の少なくとも1つの制御チ
ャネルは、少なくとも2つのRBのリソースの全体または一部を占め、これらの少なくとも2
つのRBは、サブフレームの第1のタイムスロットおよび第2のタイムスロットを占める。し
たがって、制御チャネルのリソースオーバヘッドを平衡させることができ、タイムスロッ
ト間のダイバーシチ利得を得ることができる。
【０１２０】
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　必要に応じて、制御チャネルのアグリゲーションレベルが1である場合には、制御チャ
ネルは、少なくとも2つのRBのリソースの一部を占め、これらのRBリソースは、周波数分
割方式で分割され、これらの少なくとも2つのRBのリソースの一部は、例えば各リソース
が2つのタイムスロットを占めるなど、時分割方式で分割される。必要に応じて、これら
の少なくとも2つのRBのリソースの一部の間のRBの間隔は同じである。
【０１２１】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、基地局は、時間周波数リソース情報および第1
の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定する。ここで、検索空間の第1の制御チャ
ネルのリソースの第1の部分が占めるRBの続き番号がiであるとき、第1の制御チャネルの
リソースの第2の部分が占めるRBの続き番号はN+i-Nｃａｎ/Mである。ここで、Mは、自然
数であり、Nｃａｎは、制御チャネルの検索空間に含まれる、アグリゲーションレベルに
対応する制御チャネルの数であり、Nは、時間周波数リソース情報に対応するRBまたはRB
ペアの数であるか、またはNｃａｎに等しい。
【０１２２】
　したがって、本発明の実施形態による制御チャネルを送信する方法を使用することによ
り、制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検
索空間を決定して、制御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大
することにより、システムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザの
エクスペリエンスをさらに改善することができる。
【０１２３】
　以上、本発明の実施形態による制御チャネルを受信および送信する方法を、図2から図8
Bを参照して詳細に説明したが、以下、本発明の実施形態によるユーザ機器および基地局
を、図9から図16Bを参照して詳細に説明する。
【０１２４】
　図9は、本発明の実施形態によるユーザ機器600を示す概略的なブロック図である。図9
に示すように、ユーザ機器600は、
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された
取得モジュール610と、
　取得モジュール610によって取得された時間周波数リソース情報および第1の情報に従っ
て制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジュール620と、
　決定モジュール620によって決定される検索空間内の制御チャネルを受信するように構
成された第1の受信モジュール630とを含む。
【０１２５】
　本発明の実施形態によるユーザ機器を使用することにより、制御チャネルの時間周波数
リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定して、制御チャネ
ルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大することにより、システムのス
ケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザのエクスペリエンスをさらに改善
することができる。
【０１２６】
　必要に応じて、図10に示すように、ユーザ機器600は、
　基地局から送信される、時間周波数リソース情報および第1の情報を含む第1のシグナリ
ングを受信するように構成された第2の受信モジュール640をさらに含み、
　取得モジュール610は、第2の受信モジュール640が受信する第1のシグナリングに従って
時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するようにさらに構成される。
【０１２７】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、取得モジュール610が取得する第1の情報は、ユ
ーザ機器に固有の参照信号UERSの構成情報および/または検索空間の位置情報を含み、UER
Sの構成情報は、制御チャネルの受信に使用される。
【０１２８】
　必要に応じて、図11に示すように、決定モジュール620は、
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　時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマ
ッピング関係および位置情報に従って検索空間を決定するように構成された第1の決定サ
ブモジュール621を含む。
【０１２９】
　必要に応じて、図11に示すように、決定モジュール620は、
　時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマ
ッピング関係および構成情報に従って構成情報に対応する検索空間を決定するように構成
された第2の決定サブモジュール622をさらに含む。
【０１３０】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、図12Aに示すように、第1の決定サブモジュール
621は、
　時間周波数リソース情報および第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定
するように構成された第1の決定ユニット625と、
　位置情報に従って、第1の決定ユニット625によって決定される検索空間リソース内の検
索空間を決定するように構成された第2の決定ユニット626とを含む。
【０１３１】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、図12Bに示すように、第2の決定サブモジュール
622は、
　時間周波数リソース情報および第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定
するように構成された第1の決定ユニット625と、
　第1の決定ユニット625によって決定される検索空間リソースにおいて、構成情報と検索
空間の間の第2のマッピング関係および/または構成情報に従って構成情報に対応する検索
空間を決定するように構成された第2の決定ユニット627とを含む。
【０１３２】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール620が実施に際して使用する第1
のマッピング関係または第2のマッピング関係は、ユーザ機器に固有のマッピング関係で
ある。
【０１３３】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール620は、時間周波数リソース情
報および第1の情報に従って検索空間を決定するようにさらに構成され、検索空間内の少
なくとも1つの制御チャネルが、少なくとも2つのリソースブロックRBの各RBのリソースの
一部を占める。
【０１３４】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール620は、時間周波数リソース情
報および第1の情報に従って検索空間を決定するようにさらに構成され、検索空間内の少
なくとも1つの制御チャネルが、少なくとも2つのRBのリソースの全体または一部を占め、
これらの少なくとも2つのRBが、サブフレームの第1のタイムスロットおよび第2のタイム
スロットを占める。
【０１３５】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール620は、時間周波数リソース情
報および第1の情報に従って検索空間を決定するようにさらに構成される。ここで、検索
空間の第1の制御チャネルのリソースの第1の部分が占めるRBの続き番号がiであるとき、
第1の制御チャネルのリソースの第2の部分が占めるRBの続き番号はN+i-Nｃａｎ/Mである
。ここで、Mは、自然数であり、Nｃａｎは、制御チャネルの検索空間に含まれる、アグリ
ゲーションレベルに対応する制御チャネルの数であり、Nは、時間周波数リソース情報に
対応するRBまたはRBペアの数であるか、またはNｃａｎに等しい。
【０１３６】
　必要に応じて、制御チャネルのアグリゲーションレベルが1である場合には、制御チャ
ネルは、少なくとも2つのRBのリソースの一部を占め、これらのRBリソースは、周波数分
割方式で分割され、これらの少なくとも2つのRBのリソースの一部は、例えば各リソース
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が2つのタイムスロットを占めるなど、時分割方式で分割される。必要に応じて、これら
の少なくとも2つのRBのリソースの一部の間のRBの間隔は同じである。
【０１３７】
　本発明の実施形態によるユーザ機器600は、本発明の実施形態による制御チャネルを受
信および送信する方法におけるユーザ機器UEに対応する可能性があり、さらに、ユーザ機
器600の各モジュールの上述の動作および/または機能ならびにその他の動作および/また
は機能は、図2から図6に示す方法の対応するプロセスを実施するために別個に使用される
が、本明細書では、簡潔にするために繰り返し述べることはしないことを理解されたい。
【０１３８】
　したがって、本発明の実施形態によるユーザ機器を使用することにより、制御チャネル
の時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定して
、制御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大することにより、
システムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザのエクスペリエンス
をさらに改善することができる。
【０１３９】
　図13は、本発明の実施形態による基地局800を示す概略的なブロック図である。図13に
示すように、基地局800は、
　制御チャネルの時間周波数リソース情報および第1の情報を取得するように構成された
取得モジュール810と、
　取得モジュール810によって取得された時間周波数リソース情報および第1の情報に従っ
て制御チャネルの検索空間を決定するように構成された決定モジュール820と、
　決定モジュール820によって決定される検索空間内の制御チャネルをユーザ機器に送信
するように構成された第1の送信モジュール830とを含む。
【０１４０】
　本発明の実施形態による基地局を使用することにより、制御チャネルの時間周波数リソ
ース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定して、制御チャネルの
受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大することにより、システムのスケジ
ューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザのエクスペリエンスをさらに改善する
ことができる。
【０１４１】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、図14に示すように、基地局800は、
　第1のシグナリングをユーザ機器に送信するように構成された第2の送信モジュール840
をさらに含み、第1のシグナリングは、時間周波数リソース情報および第1の情報を含み、
ユーザ機器が時間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間
を決定するようにする。
【０１４２】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、取得モジュール810が取得する第1の情報は、ユ
ーザ機器に固有の参照信号UERSの構成情報および/または検索空間の位置情報を含み、UER
Sの構成情報は、制御チャネルの受信に使用される。
【０１４３】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、図15に示すように、決定モジュール820は、
　時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマ
ッピング関係および位置情報に従って検索空間を決定するように構成された第1の決定サ
ブモジュール821を含む。
【０１４４】
　必要に応じて、図15に示すように、決定モジュール820は、
　時間周波数リソース情報、時間周波数リソース情報と検索空間リソースの間の第1のマ
ッピング関係および構成情報に従って構成情報に対応する検索空間を決定するように構成
された第2の決定サブモジュール822をさらに含む。
【０１４５】
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　本発明の実施形態では、必要に応じて、図16Aに示すように、第1の決定サブモジュール
821は、
　時間周波数リソース情報および第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定
するように構成された第1の決定ユニット825と、
　位置情報に従って、第1の決定ユニット825によって決定される検索空間リソース内の検
索空間を決定するように構成された第2の決定ユニット826とを含む。
【０１４６】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、図16Bに示すように、第2の決定サブモジュール
822は、
　時間周波数リソース情報および第1のマッピング関係に従って検索空間リソースを決定
するように構成された第1の決定ユニット825と、
　第1の決定ユニット825によって決定される検索空間リソースにおいて、構成情報と検索
空間の間の第2のマッピング関係および/または構成情報に従って構成情報に対応する検索
空間を決定するように構成された第2の決定ユニット827とを含む。
【０１４７】
　必要に応じて、基地局800は、第2のシグナリングをユーザ機器に送信するように構成さ
れた第3の送信モジュールをさらに含み、第2のシグナリングは、ユーザ機器が制御チャネ
ルの検索空間を決定するように、第1のマッピング関係および/または第2のマッピング関
係を含む。
【０１４８】
　必要に応じて、決定モジュール820は、時間周波数リソース情報と第1の情報と検索空間
の間の第3のマッピング関係、時間周波数リソース情報ならびに第1の情報に従って、制御
チャネルの検索空間を決定するようにさらに構成される。本発明の実施形態では、必要に
応じて、決定モジュール820が実施に際して使用する第1のマッピング関係、第2のマッピ
ング関係または第3のマッピング関係は、ユーザ機器に固有のマッピング関係である。
【０１４９】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール820は、時間周波数リソース情
報および第1の情報に従って検索空間を決定するようにさらに構成され、検索空間内の少
なくとも1つの制御チャネルが、少なくとも2つのリソースブロックRBの各RBのリソースの
一部を占める。
【０１５０】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール820は、時間周波数リソース情
報および第1の情報に従って検索空間を決定するようにさらに構成され、検索空間内の少
なくとも1つの制御チャネルが、少なくとも2つのRBのリソースの全体または一部を占め、
これらの少なくとも2つのRBが、サブフレームの第1のタイムスロットおよび第2のタイム
スロットを占める。
【０１５１】
　本発明の実施形態では、必要に応じて、決定モジュール820は、時間周波数リソース情
報および第1の情報に従って検索空間を決定するようにさらに構成される。ここで、検索
空間の第1の制御チャネルのリソースの第1の部分が占めるRBの続き番号がiであるとき、
第1の制御チャネルのリソースの第2の部分が占めるRBの続き番号はN+i-Nｃａｎ/Mである
。ここで、Mは、自然数であり、Nｃａｎは、制御チャネルの検索空間に含まれる、アグリ
ゲーションレベルに対応する制御チャネルの数であり、Nは、時間周波数リソース情報に
対応するRBまたはRBペアの数であるか、またはNｃａｎに等しい。
【０１５２】
　必要に応じて、制御チャネルのアグリゲーションレベルが1である場合には、制御チャ
ネルは、少なくとも2つのRBのリソースの一部を占め、これらのRBリソースは、周波数分
割方式で分割され、これらの少なくとも2つのRBのリソースの一部は、例えば各リソース
が2つのタイムスロットを占めるなど、時分割方式で分割される。必要に応じて、これら
の少なくとも2つのRBのリソースの一部の間のRBの間隔は同じである。
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【０１５３】
　本発明の実施形態による基地局800は、本発明の実施形態による制御チャネルを受信お
よび送信する方法における基地局eNBに対応する可能性があり、さらに、基地局800の各モ
ジュールの上述の動作および/または機能ならびにその他の動作および/または機能は、図
7および図8に示す方法の対応するプロセスを実施するために別個に使用されるが、本明細
書では、簡潔にするために繰り返し述べることはしないことを理解されたい。
【０１５４】
　したがって、本発明の実施形態による基地局を使用することにより、制御チャネルの時
間周波数リソース情報および第1の情報に従って制御チャネルの検索空間を決定して、制
御チャネルの受信および送信を実施し、制御チャネルの容量を拡大することにより、シス
テムのスケジューリングの効率および柔軟性を向上させ、ユーザのエクスペリエンスをさ
らに改善することができる。
【０１５５】
　当業者なら、本明細書に開示する実施形態に記載した例と組み合わせて、ユニットおよ
びアルゴリズムステップを、電子ハードウェア、コンピュータソフトウェアまたはそれら
の組合せによって実施することができることに気付くであろう。ハードウェアとソフトウ
ェアを入替え可能に明快に説明するために、上記では、機能に従って、各例の構成および
ステップについて大まかに述べた。それらの機能をハードウェアで実施するかソフトウェ
アで実施するかは、個々の適用分野およびこの技術的解決策の設計制約条件によって決ま
る。当業者なら、個々の適用分野のそれぞれにおいて、様々な方法を用いて上述の機能を
実施することができるが、その実施態様は、本発明の範囲を超えないものとみなす。
【０１５６】
　当業者なら、好都合かつ簡潔に説明するために、上記のシステム、装置およびユニット
の詳細な作動プロセスについては、上記の方法の実施形態において対応するプロセスにつ
いて言及するに留めることもあり、その詳細については本明細書では再度述べることはし
ていないことを明快に理解することができる。
【０１５７】
　本願において提供されるいくつかの実施形態では、開示するシステム、装置および方法
を、その他の方法で実施することもできることを理解されたい。例えば、記載した装置の
実施形態は、単なる例示に過ぎない。例えば、ユニットの区分は、単に論理機能の区分に
過ぎず、実際に実施する際にはその他の区分であってもよい。例えば、複数のユニットま
たは構成要素を組み合わせる、または一体化して、別のシステムにすることもできるし、
あるいはいくつかの機能を無視する、または実行しないことも可能である。さらに、図示
または記載した相互結合、直接結合または通信接続は、いくつかのインタフェースを使用
して実施することもできる。装置またはユニット間の間接的な結合または通信接続は、電
気的に、機械的に、またはその他の形態で、実施することができる。
【０１５８】
　別個の部分として記載したユニットは、物理的に分離していてもよいし分離していなく
てもよく、また、ユニットとして図示した部分は、物理的ユニットであっても物理的ユニ
ットでなくてもよく、1つの位置に位置していてもよいし、複数のネットワークユニット
に分散していてもよい。実際の必要に応じて、これらのユニットの一部または全てを選択
して、本発明の実施形態の解決策の目的を達成することができる。
【０１５９】
　さらに、本発明の実施形態の複数の機能ユニットは、一体化して1つの処理ユニットに
してもよいし、これらのユニットのそれぞれが物理的に独立して存在していてもよいし、
あるいは2つ以上のユニットを1つのユニットに一体化してもよい。一体化ユニットは、ハ
ードウェアの形態で実施してもよいし、ソフトウェアの機能ユニットの形態で実施しても
よい。
【０１６０】
　一体化ユニットをソフトウェアの機能ユニットの形態で実施し、独立した製品として販
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納してもよい。このような理解に基づいて、本発明の技術的解決策、従来技術に寄与する
部分、あるいは技術的解決策の全てまたは一部は、基本的に、ソフトウェアの形態で実施
することができる。コンピュータソフトウェアは、記憶媒体に格納され、本発明の実施形
態で述べた方法のステップの全てまたは一部をコンピュータ装置(パーソナルコンピュー
タ、サーバまたはネットワークデバイスなど)に実行させるいくつかの命令を含む。上記
の記憶媒体には、USBフラッシュドライブ、取外し可能ハードディスク、読取り専用メモ
リ(Read-Only Memory、ROM)、ランダムアクセスメモリ(Random Access Memory、RAM)、磁
気ディスクまたは光ディスクなど、プログラムコードを格納することができる任意の媒体
が含まれる。
【０１６１】
　上記の説明は、本発明の単なる具体的な実施形態に過ぎず、本発明の保護範囲を限定す
るためのものではない。本発明の技術的範囲内に含まれる当業者が容易に思い付く任意の
等価な変形または置換は、本発明の保護範囲に含まれるものとする。したがって、本発明
の保護範囲は、特許請求の保護範囲によって決まるものとする。
【符号の説明】
【０１６２】
　　600　ユーザ機器
　　610　取得モジュール
　　620　決定モジュール
　　621　第1の決定サブモジュール
　　622　第2の決定サブモジュール
　　625　第1の決定ユニット
　　626　第2の決定ユニット
　　627　第3の決定ユニット
　　630　第1の受信モジュール
　　640　第2の受信モジュール
　　800　基地局
　　810　取得モジュール
　　820　決定モジュール
　　821　第1の決定サブモジュール
　　822　第2の決定サブモジュール
　　825　第1の決定ユニット
　　826　第2の決定ユニット
　　827　第3の決定ユニット
　　830　第1の送信モジュール
　　840　第2の送信モジュール
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